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   こころの中を見つめよう 博愛を広げるために 
 

「富山雨晴海岸の朝焼け」 蜘手 康介 

＜会長の時間＞ 

先週に引き続いてのDNAのお話で

す。今週はY遺伝子も検討します。 
５．日本列島は多くのグループが 

往来する「賑やかな回廊」だった 

 その他にも、日本人の７％を占めるグループＡは、バイカル湖周

辺で３万年ほど前に誕生し、北東シベリアと北中米先住民の過半数

を占める。旧石器時代のシベリアでは、マンモス・ハンターと呼ば

れる狩猟民がいたことが知られているが、その一部が縄文以降に日

本に入った可能性が指摘されている。 

 こうした実に多様なグループが日本列島にやって来て、しかも現

代日本人の中に遺伝子を残しているのである。 

 日本はアジアの東端の「どん詰まり」の列島というイメージを抱

きがちである。しかし、こうした多様かつ重層的な遺伝子グループ

の存在を見る限り、日本列島はアジア大陸の一部をなす「回廊」で

あり、多くのグループが往来し、さらには朝鮮半島に渡ったり、樺

太やカムチャッカ半島から、アメリカ大陸に渡っていった人々もい

た、という賑やかな往来をイメージした方が良さそうだ。 

 日本列島は、太古の昔から多くのグループが往来する「賑やかな

回廊」であったのである。 

６．平和的な共存か、戦闘か 

「賑やかな回廊」と言っても、そこで出会った様々なグループは、

生存を賭けて戦いあったのだろうか。あるいは、平和的に共存し、

混血・同化していったのだろうか。 

 この点においても、ＤＮＡの研究は興味深い事実を指摘している。

九州北部の弥生時代のいくつかの遺跡から出土した渡来系弥生人

とみられる人骨と、関東地方で出土した縄文人のＤＮＡを比較した

ところ、両者はあきらかに異なる系統に属していることが判明した。 

 そして、現在の本土日本人のＤＮＡは両者の中間的な構成になっ

ていることが分かった。弥生人と縄文人が混血して、現代の日本人

になったと仮定すると、この現象を合理的に説明できる。 

 まだ十分に検証されたわけではないが、多様なＤＮＡグループが

混在する現代日本人の構成を見ても、様々なヒト集団がいろいろな

時期にいろいろなルートでやってきて、混血・同化し、徐々に一つ

の民族となっていった、と考えても良さそうだ。 

 

７．Ｙ染色体ＤＮＡが残す征服の痕跡 

 今までに述べてきたＤＮＡは、ミトコンドリアという細胞内の小

器官に属するもので、母親から子供に伝えられる。これによってた

どれるのは母系のルーツである。 

 あるグループが別のグループを征服し、男を皆殺しにして、女性

を奪った場合でも、その女性を通じてミトコンドリアＤＮＡは残さ

れていく。したがってミトコンドリアＤＮＡの分析だけでは、平和

的な混血による拡散と、戦闘による拡散との区別はつかない。とこ

ろが、男系にのみ伝えられるＹ染色体のＤＮＡをたどっていくと、

このあたりが解明できる。 

 たとえば南米の先住民に、ヨーロッパ系のＤＮＡがどの程度、流

入しているのかを調査した研究がある。ここでは女系のミトコンド

リアＤＮＡの比率よりも、男系のＹ染色体ＤＮＡの比率が６～９倍

も高かった。すなわちヨーロッパから男たちが戦士としてやってき

て、現地を征服し、女性を略奪して、その男系ＤＮＡを高頻度で残

した、ということである。同様にモンゴルのチンギス・ハンとその

子孫が、築き上げた元帝国の版図内では、チンギス・ハンに由来す

るＹ染色体ＤＮＡを持つ男性は、総人口の８％、1600万人もいる、

という研究がある。 

８．平和的な共存を示唆する日本人のＹ染色体ＤＮＡ 

 日本人のＹ染色体ＤＮＡをグループ分けすると、Ｃ、Ｄ、Ｏとい

う３つの系統が90％以上を占めている。これらのグループは人類全

体の系統図の中でも、互いに大きく離れており、女系のミトコンド

リアＤＮＡと同様に、日本列島のヒト集団の多様性、重層性を示し

ている。興味深いのは、この構成が中国や韓国とは大きく異なって

いることである。中国、韓国ではＯが圧倒的に多く、Ｄはほとんど

見られない。Ｄが多く見られるのは、日本以外ではチベットである。 

 グループＤは沖縄では56％もの高率を占めており、ミトコンドリ

アＤＮＡでのＭ７ａグループがやはり古い起源で、沖縄で飛び抜け

た高率を占めていたことと考え合わせると、これが縄文人のＹ染色

体ＤＮＡだった可能性がある。 

とすると、この現象を合理的に説明しうる仮説としては、中国や

朝鮮半島ではＯグループが戦争や虐殺によってＤグループを滅ぼ

したが、日本やチベットでは平和的に共存して、両方のグループが

残った、という風に考えられる。歴史が残されている後世の時代を

見ても、海に囲まれた日本や、山に囲まれたチベットでは外部から

の侵略者もあまりなく、内部でも激しい内乱や虐殺はほとんどなか 
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った。それに対して、中国や朝鮮は多民族が入り乱れての戦乱に

継ぐ戦乱が繰り広げられてきた。先史時代においても、同様であっ

たと考える方が、合理的であろう。 

９．「一つ屋根の下の大家族」 

 ＤＮＡ研究は新しい学問で、まだ確定的な結論を出せる段階では

ないが、以上のような研究成果を踏まえれば、様々なヒト集団が様々

なルートを通じて日本列島に入り込み、そこで中国大陸などよりも

はるかに平和的に融合していった様子が窺われる。 

 これは古事記、日本書紀に記された建国神話にも見られる傾向で

ある。初代・神武天皇率いる天孫族は九州の日向の国を出発し、大

和の地を目指していくのだが、その過程で多くの部族と出会う。抵

抗する部族と戦うこともあったが、帰順して、天孫族から農業を学

ぶ集団も少なくなかった。かくて大和の地にたどり着いた神武天皇

は、「天地四方、八紘（あめのした）にすむものすべてが、一つ屋

根の下の大家族のように仲よくくらそうではないか。なんと、楽し

くうれしいことだろうか」との宣言を行う。天地四方から様々なル

ートを経由して、日本列島にたどり着いた多様なヒト集団が、「一

つ屋根の下の大家族」のように暮らすことを理想として建国された

のが、我が国なのである。 

人類はアフリカの一人の女性を先祖とする「兄弟」として始まった

が、世界各地に拡散・分化した後で、再びアジアの東端の日本列島

で「一つ屋根の下の大家族」として融合した、と言えるかも知れな

い。アフリカの一女性から生まれた人類は、各地に拡散・分化しな

がら、いかに日本列島にたどり着いたのか。 

 

＜幹事報告＞ 
◎ガバナーより  

 ・復興支援プロジェクト 

｢八軒中学校吹奏楽・合唱部 

ＣＤ販売協力について｣ 

◎社団法人高山市文化協会より 
・平成２３年度臨時総会のご案内 

日 時  １２月１６日(金)   午後８時より 
  場 所  高山市民文化会館 ２階－５ 

議 題  一般社団法人化への移行について審議 
◎高山市青少年市民会議より 
 ・｢第28回家族スナップ写真展｣｢第20回家庭の日図画展｣の 

審査結果および展示会について 
  日  時  １２月２日(金)から１２月４日(日)まで 
  場  所  高山市民文化会館 ２－５、２－６展示室 
  会場準備  １２月１日(木) １３：３０～    

会場撤収 １２月４日(日)１６：００～ 
入 賞 者  別紙のとおり 

◎特定非営利活動法人ソムニードより 
・年末年始募金のお願い 

＜例会変更＞ 
高山中央 … 12月26日(月)は、忘年例会のため 

22日(木) 18：30～銀水庵に変更 
平成24年 1月 2日 (月) は、 

法定休日 (元旦振り替え休日) のため休会 
1月    9日 (月)は、  

法定休日(成人の日) のため 休会 
1月16 (月) は、新年家族例会のため 

14日(土)18：30～ ひだﾎﾃﾙﾌﾟﾗｻﾞに変更 
＜受贈誌＞ 
台北東海ＲＣ(会報) 、社団法人高山市文化協会(高山メセナメイ 
ト会報)  
 

＜出席報告＞ 

区分 出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

前々回 41名 1名 42名 46名 91.30％ 

本日 40名 － 40名 47名 71.11％ 

 

 

新会員入会 
 

向川原不動産鑑定事務所 

向川原 毅彦さん 

 

 

年次総会 
2012～2013年度 役員・理事候補者

についてご承認いただきましてあ

りがとうございます。私自身に関

しては力不足でありますが、皆様

のご協力を心からお願いいたしま

す。  会長エレクト 折茂謙一 

 

 

＜本日のプログラム＞ お祝い 
◎会員誕生日 

  垣内 久男   １２． ２   向井 公規   １２．２１ 

 

◎夫人誕生日 

挾土 貞吉   輝子  さん  １２．１２(当日欠席) 



例 会 報 告  

こころの中を見つめよう 博愛を広めるために 

 

◎結婚記念日 

 

堀川 和士   

 Ｓ５５．１２． ３ 

 

鴻野 幸泰    

Ｓ６１．１２． １ 

 

 

 

◎出席表彰 

 新田 敬義   

２０年 

      

 

 

 

◎在籍周年記念表彰 

  遠藤 隆浩     

１０年 

 

 

◎３ヶ月表彰 

・垣内 秀文 ・垂井 政機 ・新田 敬義  ・野戸  守 

・平  義孝 ・古橋 直彦  ・堀川 和士 ・大豆村梅次 

・向井 公規     

 

 

新会員スピーチ    

臭い話   

             
垣内 久男 

私の妻はフィリ

ピン人です。今年

の春に妻の父親が

亡くなったのです

がその際にも帰国できずじまいでしたので、先日ようやく墓参りに

行って参りました。 

お手元にお配りしました地図の通り、フィリピン共和国は約7,000

程の島からなる国家で、妻はミンダナオ島のダバオの出身です。ダ

バオへはブトゥアンの空港から約300km、ハイウェイはありません

ので時速60km程のバスで６時間程かけて移動したのですが、その

途中４つのステーションで休憩をとりました。その際のトイレでの

経験が非常に印象的でしたので、本日は皆様にウンがつきますよう、

臭い話をさせて頂きたいと思います。 

 基本的にフィリピンのトイレにはトイレットペーパはおろか、

便座も水のタンクも無い場合が多いです。あるのは便器と水の入っ

たバケツ、そして柄杓です。それでどうするかといいますと、座ら

ず中腰で用を足し、右手で柄杓を持ちバケツの水を汲み、それをお

尻にかけ流しながら、石鹸をつけた左手でお尻を洗うのです。 

これをきっかけにトイレについて少し調べてみました。人の生活

には欠かせない存在ながら、堂々と口にするのはいささか憚られる

存在でもあり、呼称も古来より多種使われて来ました。｢はばかり｣

｢ご不浄｣「お手水」｢雪隠｣という、仏教や神社から由来する古い呼

び方から、おトイレ→音入れ→「カセットテープ」と言った比較的

新しく出来たと思われる呼称までありました。 

現代の世界のトイレ事情としては、約２／３の人々は紙以外でお

尻を拭いているようです。現在の日本はウォシュレットが多くなり

ましたが、昔は新聞紙、外での場合は葉っぱで拭いていました。私

より上の世代の方々は縄や木片、竹べら等を使用した経験がおあり

の方もいらっしゃると思います。日本以外で変ったものを使ってい

る国としては、サウジアラビアは砂漠地帯であり、砂。エジプトは

平らな小石。アメリカのコーンベルト地帯ではトウモロコシの先の

毛。韓国や中国では藁、茎、ロープ。過去に遡ればローマ帝国時代

の地中海地方では、天然のスポンジである海綿を使っていた様です。 

フィリピンでの、手を使用してのウォシュレットはかなりのカル

チャーショックがありましたが、やってみると意外に気持ちの良い

ものでした。フィリピンは年間通じて気温が３０℃～４０℃ありま

すが、湿度が低くまた物価も安いので大変過ごしやすい所です。皆

さんも是非フィリピンへ遊びに出かけてみて下さい。 

 

イニシエーション・スピーチ     向井 公規 

8月5日に高山西ロー

タリークラブに入会さ

せていただき、早いもの

で 4ヶ月が経ちました。

本日は新入会員の義務

でありますイニシエー

ション・スピーチの機会

をいただきましたが、私自身皆様の前でお話できるような、これと

いった実績や経験もございませんので、私の生い立ちと、現在の仕
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事に関して少しお話させていただきたいと思います。 

先ほどもお祝いを頂きましたが、私は昭和46年 12月 21日、高

山市内で生まれました。今月で 40歳となります。現在は美術館を

中心に仕事をさせて頂いておりますが、もともとは全く畑違いの仕

事に携わっておりました。 

幼少の頃よりずっと医者になるのが夢でした。しかし、残念なが

ら1浪までしましたが、頭が足らずに医学部進学とはいきませんで

した。15 年程夢見ていた事なので、進路変更となった時に、何を

どうしたら良いのかわからなくなり、半ば勢いで日本を出てみよう

と決意いたしました。ハワイの大学と専修学校で、「コンピュータ

サイエンス学部」「ツーリズム学部」を卒業しました。出会ったコ

ンピューターの先生の影響もあり、IT関連の仕事をしたいと 

思うようになりました。 

日本に戻ってからも、東京のIT関連の企業で3年程勤めました。 

大企業様のプログラムを数多く受け持たせて頂き、さらに大きな仕

事に発展しそうなとき、両親より地元に戻ってこないか…との連絡

があり、1か月程悩みましたが、10年前の 30歳の時に高山に戻り

ました。 

昨年までの9年間はパチンコ業に専念してきました。当初は右も

左もわからずにてんてこ舞いでしたが、実際にホールに立ち、寝る

時間も少し削りながら没頭しました。 

昨年 10月からは飛騨高山美術館に入り、美術館業務に現在は打

ち込んでおります。これもまた今までとは畑違いであり、更に美術

に造詣が全くない私にとって、最初は相当に戸惑いがありました。 

また作品展示というだけでは、正直運営が厳しいものがありますの

で、夏場のビアガーデンや、ウエディングに特に力を入れ、収益を

確保しながら安定した美術館運営を目指しております。また、並行

して美術の知識や今後の運営の為にも、現在、学芸員の資格を取得

すべく勉強もしております。 

宣伝になり申し訳ございませんが、来年、飛騨高山美術館は開館 

15周年を迎えます。それを記念し、ジョルジュルオー展を12月17

日より来年2月5日まで執り行わせて頂きます。私にとって初めて

の展覧会となりますので、なにとぞ皆さまのお力添えを頂けると助

かりますので、1枚でも構いませんのでチケットを購入頂けると幸

いでございます。 

最後になりますが、高山西ロータリークラブで皆さまの刺激を沢

山頂きながら、社会に貢献できる活動に勤しんで参りたいと思いま

す。とはいえ甚だ未熟な身で御座います故、何卒皆様のご指導ご鞭

撻を賜ります様、宜しくお願い申し上げます。 

 

＜ニコニコボックス＞ 

●斎藤 章さん 

①向川原さんの再入会を歓迎申し上げます。久し振りの再会です

が、また宜しくよろしくお願申し上げます。 

②本日の会員スピーチ、垣内さん向井さん宜しくお願いします。 

●井辺 一章さん 

向川原さんお待ちしておりました。今後とも仲良くお願いいたしま

す。年次総会よろしく!!新会員スピーチ、垣内さん、向井さんよろ

しく!! 

●向川原 毅彦さん 

再びよろしくお願いします。金曜日は仕事の都合がつかない事もあ

りますが、頑張って出席したいと思います。 

●阪下 六代さん 野戸 守さん、平 義孝さん、菱川 正臣さん、 

新田 敬義さん、岡田 賛三さん、伊藤 松寿さん、古橋 直彦さん、 

米澤 久二さん、門前 庄次郎さん、遠藤 隆浩さん 

皆様のご尽力により、本年度７人目の新会員、向川原毅彦氏をお迎

えすることが出来ました。向川原さんお帰りなさい。かつてのよう

な大活躍を期待しております。 

●垣内 久男さん 

いつもフィリピンパブ マブハイをご利用、ご愛顧ありがとうござ

います。今日は 54回目の誕生日です。皆さんに感謝して少し多め

のニコニコを。 

●向井 公規さん  

本日は新会員スピーチよろしくお願いいたします。お手元の資料の 

内容ですが、少しだけさせて頂きます。よろしくお願いします。 

●堀川 和士さん 

①明日３１回目の結婚記念日、本日祝っていただけるようで有難う 

ございます。今晩、次女共々町荒らしに向かいます。 

②新年家族例会での親睦委員の準備会合 余興練習を毎週火曜日夜 

 ７：３０から当社で行っており来週で３回目、一度も顔を見せな 

い親睦委員の方、分かっておられますでしょうか？これでは新年 

家族例会が成り立ちませんよ。 

●内田 幸洋さん  

先週１１月２７日、当社創業５５周年式典を２００名のお客様を迎

えて無事終了することが出来ました。ありがとうございました。 

●河渡 正暁さん  

本日公用で早退します。今度高山市で教育振興会議というものがつ 

くられ、その会議に出席します。よろしくお願いします。 
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